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あ
と
が
き

本
報
告
書
は
、
二
〇
一
八
年
度
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
都
市
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
「
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ
れ
た
課
題
「
日
本
文
学
を
世

界
文
学
と
し
て
読
む
」
の
研
究
成
果
を
と
り
ま
と
め
、
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
研

究
メ
ン
バ
ー
は
、
別
頁
「
研
究
メ
ン
バ
ー
一
覧
」
の
九
名
か
ら
な
る
。

日
本
文
学
と
外
国
文
学
と
の
関
わ
り
は
、
古
代
に
お
け
る
中
国
、
朝
鮮
半
島
か
ら

の
漢
字
、
漢
文
の
受
容
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
制
作
、
享
受
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り

広
く
世
界
に
お
よ
ん
で
い
る
。
日
本
文
学
に
お
け
る
、
中
国
文
学
の
受
容
は
、
そ
の

権
威
を
認
め
な
が
ら
も
、
選
択
、
変
容
を
と
も
な
う
創
造
的
な
営
為
と
し
て
、
古
代
、

中
古
か
ら
中
世
を
経
て
近
世
に
至
る
ま
で
熱
心
に
続
け
ら
れ
た
。
近
代
以
降
は
、
欧

米
諸
国
の
文
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
日
本
文
学
の
文
体
、
表
現
な
ど
に
革
新
を
も
た

ら
し
た
。
加
え
て
、
日
本
文
学
が
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
以
前

の
受
容
と
い
う
関
係
ば
か
り
で
は
な
く
、
発
信
と
い
う
方
向
で
も
、
日
本
文
学
は
外

国
文
学
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
日
本
文
学
と
外
国
文
学
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
ふ
ま
え
、
今
日
、

各
時
代
の
日
本
文
学
作
品
に
つ
い
て
、
比
較
文
学
研
究
、
翻
訳
研
究
な
ど
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
米
諸
国
で
は
、
日
本
文
化
を
総
合
的
に
理
解
し
よ
う
と

す
る
「
日
本
研
究
（
地
域
研
究
）
」
に
お
い
て
文
学
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
特

に
、
比
較
文
学
研
究
で
は
、
国
文
学
あ
る
い
は
外
国
文
学
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
言
語

や
国
の
文
学
と
し
て
作
品
を
読
む
の
で
は
な
く
、
「
世
界
文
学
」
の
ひ
と
つ
と
し
て

作
品
を
読
み
、作
品
の
普
遍
的
な
意
味
や
価
値
が
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
研
究
は
、
日
本
文
学
を
「
世
界
文
学
」
と
し
て
多
角
的
に
考
察
し
、
日
本
文
学

作
品
を
詳
し
く
正
確
に
読
み
、
加
え
て
新
た
な
研
究
方
法
、
研
究
領
域
を
探
究
し
た
。

こ
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
日
本
文
学
の
「
世
界
文
学
」
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
評
価

を
検
討
し
、
文
学
史
や
作
品
論
に
補
足
と
訂
正
を
迫
り
、
作
品
の
新
た
な
価
値
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
そ
の
際
、
比
較
文
学
に
よ
る
日
本
文
学
研
究
に
先
鞭

を
つ
け
た
小
島
憲
之
氏
の
学
統
を
受
け
継
ぐ
本
学
と
、
多
彩
な
日
本
文
学
関
連
図
書

を
所
蔵
し
、ア
メ
リ
カ
の
日
本
文
学
研
究
を
牽
引
す
る
イ
リ
ノ
イ
大
学
と
の
交
流
を
、

研
究
の
一
つ
の
軸
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
研
究
で
蓄
積
さ
れ
た
知
見
を
集
約

し
、
研
究
期
間
内
に
独
自
の
成
果
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

具
体
的
に
は
以
下
の
と
お
り
全
３
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
お
よ
び
本
学
と
イ

リ
ノ
イ
大
学
と
の
間
で
メ
ン
バ
ー
が
相
互
に
訪
問
す
る
機
会
を
設
け
て
、
関
心
を
共

有
し
、
研
究
を
深
め
て
い
っ
た
。

第
１
回

／
11

12

永
井
泉
「
片
山
廣
子
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
―
童
謡
集
『
シ
ン
グ
・

ソ
ン
グ
』
の
受
容
に
つ
い
て
―
」

山
本
真
由
子
「
平
安
朝
に
お
け
る
和
歌
と
漢
詩
―
イ
リ
ノ
イ
大
学
和
歌
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
報
告
を
兼
ね
て
―
」

第
２
回

／
1

24

堀
ま
ど
か
「
世
界
文
学
と
「
地
方
」
―
野
口
米
次
郎
と
シ
カ
ゴ
の
詩
雑
誌
『
ポ
エ

ト
リ
』
―
」

高
島
葉
子
「
口
承
文
芸
に
お
け
る
英
雄
像
の
比
較
試
論
―
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
日
本
、

ア
イ
ヌ
」

第
３
回

／
3

8

〔
講
演
〕
溝
渕
園
子
氏
（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

「
日
本
近
代
文
学
史
か
ら
見
る
「
世
界
文
学
」
の
射
程
―
芥
川
と
ロ
シ
ア
文
学
と

の
関
わ
り
を
端
緒
と
し
て
―

」
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大
坪
亮
介
「
『
太
平
記
』
引
用
説
話
の
典
拠
と
文
脈
」

奥
野
久
美
子
「
芥
川
龍
之
介
「
秋
山
図
」
な
ど
―
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
作
品

―
」

◇
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
五
日
に
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
か
らTierney

氏
、Persinai

氏

を
本
学
に
迎
え
て
、
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
行
い
、
研
究
の
進
め
方
を
決
定
し
た
。

◇
二
〇
一
八
年
八
月
十
六
日
～
十
八
日
に
は
、Persiani

氏
の
企
画
、
運
営
で
イ
リ

ノ
イ
大
学
で
行
わ
れ
た
和
歌
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅹ
に
お
い
て
、
同
氏
、Tierney

氏
、
山
本
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

ま
た
、
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
企
画
展
示
「
日
本
文
学
を
世
界
文
学
と

し
て
読
む
」
（

／

～

／

）
を
開
催
し
、
展
示
解
題
を
制
作
し
て
、
本
研
究

12

3

1

31

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
広
く
一
般
に
公
開
し
た
。
本
年
度
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
方
法
、
研
究
対
象
に
つ
い
て
、

新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
と
の
研
究
交
流
に
つ
い
て
も
発

展
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
本
研
究
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
イ
リ
ノ
イ
大
学CEA

PS

と
都
市
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
、
「2018

Exchange
Sym

posium

―

Focus
on

Japanese
Literature

」
（
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
の
成
果
を
ふ
ま
え
、

企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
両
大
学
の
関
係
者
各
位
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
山
本
真
由
子
）

研
究
メ
ン
バ
ー
一
覧

山
本

真
由
子
（
や
ま
も
と
・
ま
ゆ
こ
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
講
師
。
専
門
は
平
安
朝
文
学
（
特
に
漢
詩
文

と
和
歌
）。

論
文
に
「
『
順
集
』
の
「
う
た
の
序
」
―
源
順
に
お
け
る
和
歌
序
と
詩
序
―
」（
『
国

語
国
文
』
第
八
十
二
巻
第
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
、
「
源
道
済
の
詠
紅
葉
蘆
花
の

和
歌
と
序
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
語
国
文
』
第
八
十
六
巻
第
四
号
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
が
あ
る
。

高
島

葉
子
（
た
か
し
ま
・
よ
う
こ
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
比
較
説
話
学
、
比
較
文
化
学
。

論
文
に
「
ア
イ
ヌ
と
ケ
ル
ト
の
異
類
婚
姻
譚
―
カ
ム
イ
と
人
の
婚
姻
と
妖
精
と
人

の
婚
姻
」
（
『
説
話
・
伝
承
学
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
、
「
少
年
英
雄
の
出

生
に
関
す
る
条
件
―
日
本
昔
話
の
英
雄
譚
と
ア
イ
ヌ
の
英
雄
叙
事
詩
の
比
較
考

察
」
（
『The

A
sian

Folk
N

arrative
Society

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
会
論

14

文
集
』
、
二
〇
一
六
年
）
、"SuccessfulM

arriages
betw

een
K

am
uy

and
H

um
ans

in
A

inu
Folktales:

A
Com

parison
w

ith
A

nim
al-H

um
an

M
arriages

in
N

orthern
Peoples'Tales,"

C
om

parative
C

ulture
N

o.124,2016.

な
ど
が
あ
る
。

奥
野

久
美
子
（
お
く
の
・
く
み
こ
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
。

著
書
に
『
芥
川
作
品
の
方
法
―
紫
檀
の
机
か
ら
―
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
、

論
文
「
芥
川
龍
之
介
「
山
鴫
」
―
原
稿
・
草
稿
か
ら
の
考
察
―
」（
『
国
語
国
文
』

第
八
十
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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堀

ま
ど
か
（
ほ
り
・
ま
ど
か
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
都
市
文
化
学
准
教
授
。
専
門
は
国
際
日
本
学
、
比

較
文
化
学
。

著
書
に
『
「
二
重
国
籍
」
詩
人

野
口
米
次
郎
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
二
年
）
、
『
近
代
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
』
（
共
著
、
水
声
社
、
二
〇
一
六

年
）
な
ど
が
あ
る
。

大
坪

亮
介
（
お
お
つ
ぼ
・
り
ょ
う
す
け
）

大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
・
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
。
専
門
は
日
本
中
世
文
学
、
軍

記
物
語
。

論
文
に
「
天
正
本
『
太
平
記
』
巻
四
「
呉
越
戦
事
」
の
増
補
傾
向
―
姑
蘇
城
・
姑

蘇
台
と
西
施
の
記
述
を
端
緒
と
し
て
―
」
（
『
文
学
史
研
究
』
第
五
十
八
巻
、
二

〇
一
八
年
）
、
「
『
明
徳
記
』
に
お
け
る
山
名
氏
清
と
新
田
義
貞
―
朝
敵
認
定
と
の

関
わ
り
―
」
（
『
国
語
国
文
』

第
八
十
五
巻
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ

る
。

永
井

泉
（
な
が
い
・
い
ず
み
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
後
期
博
士
課
程
、大
阪
市
立
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
特
別
研
究
員
。

専
門
は
日
本
近
代
文
学
。

論
文
に
「
片
山
廣
子
の
短
歌
に
詠
ま
れ
た
『
魔
』
―
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
刊
行
ま

で
の
短
歌
に
つ
い
て
―
」（
『
文
学
史
研
究
』
第
五
十
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
、「
北

原
白
秋
の
『
科
学
的
童
謡
』
に
み
ら
れ
る
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
影
響
」
（
『
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）
、
「
児
童
詩
の
本
」
（
『
赤
い
鳥
事
典
』

柏
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

劉

娟
（
り
ゅ
う
・
け
ん

LIU
JU
A
N

）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
、
大
阪
市
立
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
特
別
研
究

員
。
。
専
門
は
堀
辰
雄
研
究
。

論
文
に
「
芥
川
龍
之
介
「
パ
ス
テ
ル
の
龍
」
―
「
西
洋
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

た
「
東
洋
」
」（
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

RobertThom
as

Tierney

イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・
シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
校
（U

niversity
of

Illinois
at

U
rbana-Cham

paign

）
、
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
科
（EastA

sian
Languages

and
Cultures

）
お
よ
び
世
界
比
較
文
学
科
（Com

parative
and

W
orld

Literatures

）
、

日
本
文
学
、
教
授
。
現
在
は
、
中
江
兆
民
の
後
期
著
作
の
研
究
に
取
り
組
む
。

近
年
の
業
績
に
、M

onster
of

the
Tw

entieth
C
entury:

K
ōtoku

Shūsui
and

Japan's
First

Anti-Im
perialistM

ovem
ent,Berkeley:U

niversity
of

California
Press,

2015.

や
、Tropics

of
Savagery:

the
C

ulture
of

Japanese
Em

pire
in

C
om

parative
Fram

e,U
niversity

of
California

Press,2010.

お
よ"O

thello
in

Tokyo:
Perform

ing
Race

and
Em

pire
in

Early
Tw

entieth
Century

Japan,"
Shakespeare

Q
uarterly

62
(4
),D

ecem
ber2011.

な
ど
が
あ
る
。

G
ian

Piero
Persiani

イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・
シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
校
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
科
、
日
本

文
学
、
講
師
。
専
門
は
日
本
中
古
文
学
、
和
漢
比
較
文
学
。

近
年
の
業
績
に"China

as
Self,China

as
O

ther:O
n

K
ino

Tsurayuki's
U

se
of

the
w

a-kan
D

ichotom
y,"

Sino-Japanese
Studies

vol.23,2016.

が
あ
る
。



「
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

『
日
本
文
学
を
世
界
文
学
と
し
て
読
む
』

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集

山
本

真
由
子

発
行

大
阪
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学
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